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6月の環境月間において、ずしし環境会議 (エコリーダーズ会議) の活動を皆様に知っていただくために

｢環

境パネル展｣ を開催しました。今年で 3回目の開催を迎え、内容も規模もより充実したものとなってきました。

　　　 　 　

3 回目となる今回の展示には、
6 月 16 日から 20 日の 5 日間で約
6 00 名もの来場者がありました。
特に今回は逗子開成中学校 ･高等
学校の生徒の皆さんが参加し、
｢田越川の水質調査｣ 『鉄道と環
境問題について｣ など日頃の研究
成果を発表していただきました。

生縦の皆さんによる内容説咀
また、逗子小学校の皆さんが先
生とともに見学に訪れ、熱心に説
明員に質問したり、ノートに書き
とめたりしていました。
そのほか今回の展示には、 (社)
建築研究所の参加や近隣の N P 0、
ボランティア団体の方々も見学
に訪れ、ずしし環境会議のメンバ
ーと交流を深めました。今後さら

に様々な団体や学校関係と交流
を深め、お互いの協力関係を築い
ていきたいと思います。

Q. ずしし環境会議 (エコリーダ

ーズ会議)をご存知でしたか?

　 　

前回に引き続き、今回も来場者
を対象にアンケート調査を行い
ました。その中でずしし環境会議
に対する知名度の項目では以下
のような結果が得られました。

｢知っていた｣ と ｢知らなかっ

た｣ の割合は、約 3 対 7 で活動規
模が大きくなったとはいえ、まだ
まだ皆様に知られていないよう
です。 なお、 r知っていた｣ のう

ち、
“イベント" や“ニュース"“広

報" でずしし環境会議を知った方
がほとんどでした。今後はこれら
の活動はもちろん、その他のあら
ゆる機会において、皆様に理解し

ていただけるような活動を展開
していきたいと思います。

　
　　
　 　

今回のパネル展終了後、達子小
学校から ｢ぜひ学校でも環境授業
を行ってほしい｣ との依頼があり、
ごみ問題部会のメンバーが“出前

講座寧' を行ってきました。

ご桝問題についての出前澱藁
環境問題についてより身近な
ものと捉えていくためには、学校

における環境教育が不可欠です。
ずしし環境会議では今後、 小 ･
中学校を対象とした “環境講座"

のメニューを作成する予定です。

･ ･･ ･ 入会申込み ･ お問合せ ･ ･･ ･

ずしし環境会議は、私たちと一

緒に活動に参加して下さる方を
募集しています。 入会申込み ･お
問合せは下記までご連絡下さい。

ー事務局
環境部環境管理課
脳 0 46 8 73･1111 内線 256

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 市 民 ま つ り に 参 加“ し ま す ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

今年度も市民まつりにおいて、ずしし環境会議 (エコリーダーズ会議) の展示を行います。 ただ見るだけ

でなく、実際に触れたり、試したりする
“体験型" の展示で皆様に楽しみながら環境について知っていただ

けたらと思います。 ご来場お待ちしております。

癩孃癈釀 10 月 19 日 (日) lo : oo ~ 16 : oo 灘朧獺 第一運動公園 ※小雨決行
臓礒讓 川の生きもの展示、 スーパーの裸売りの現状、 家電製品の消費電ヵ測定な



まちなみと緑の創造部会
当部会は、 ｢逗子のまちなみと緑を次世代にどのように伝えるか｣ をテーマとして活動を続けています。 逗子
の現状認識を共有するために、実際の場所を見て歩き、そこで発見したテーマや課題について意見交換をしなが
ら、環境の改善に向けて必要と思われる調査 ･観察 .提言や講演会の開催などを行うています。 今年度は下記の
｢名越谷戸エコアップ｣ を重点課題としていますが、その他にも ｢大崎の磯の景観保全｣ や ｢東郷橋通りと旧浦
賀道のまちなみ形成｣ ｢ハイキングヌースの見直し｣ ｢環境マップ作成｣ 等にも取り組んでいます。

などえや と

名越谷戸(名越緑地)エコアップ作業

* * * * * 現在進行中の様子をお伝えします * * * * *

幸いにして未整備のまま残され、
そのために多くの種類の生き物が
生息しているこの名越谷戸は、逗子
市の宝物のような存在です。
昆虫が好きな人は ｢昆虫園｣、 鳥
が好きな人は ｢野鳥観察園｣、 植物
が好きな人は ｢植物園｣ というよう
に、また特別の目的をもたない人で
も ｢くつろぎの里｣ として懐かしい

自然に接することのできるような
緑地にしたいと思います。これらの
場は、個々に区切って使うというの
ではなく、利用する人各々が楽しむ
のにふさわしい場所を自分で発見
して、この谷戸の自然の中に入り込
めるようにしたい。そんな環境を整
えたいと思います。

大がかりな事業費を費やして、人
工的に自然環境を再現するのでは
なく、自然の復元力を活用して、現
在ある自然をうまく誘導して、生き
物達が生活しやすい環境を整えま
す。そうすることで、生き物の種類
も数も増えて、もっと豊かな自然が
できあがるでしょう。
淺笙衾嬬って』君を弓匿っ電』
アメンボ悠っに』

徘ん翳励ん嚇生琶て帆るん應』
とも悠写埖滲ん鰐』

という童謡の世界を子供達はも
ちろん、ここを訪れる皆さんに実感
してもらいたいのです。
多くの蒲爲参加で、時間を暮!十七
鰈蔓務崎詑朝と思朝霧町。

赤難問邇の薹刈‘I、閼欣水面作鯛

螂 醗 鬱 翁 鬱 癰 穂 毬 鐵 黛 黛 鬱 黛 総

# ◇取り組み姿勢◇ 鯰
翁 .ゴミの除去、竹やササの伐採を ◎
翁 進めながら、 どこにどんな生き物 黛
黛 がいて、 どんな状態で自然を利用 黛
醗 しているかの調査を、慎重にゆつ霧
讓くりと進めています。 ･

鮠 刈り取り方法もウグイスの営 @
鐵 巣に配慮してササを刈り、 昆虫の 醗
醗 産卵や育成を奪えて工夫してい黛
◎ まま すぐに目に見える成果を自鱸
霧 指すのではなく、やり過ぎないこ‘
鱗 とを念頭に、 彼らの世界に捜して 黛
鐵 いきます。 黛

◎ ◇平成 15年度の活動◇ 毬

翁 風通しを良くしノ、適度な日照を轤
隧 確保するために ゴミ除去、枝払‘
◎ い、 竹 ･ササ刈り、 セイタカアワ 鱗
翁 ダチソウやセリの間引きをして 饑
翁 います。 また、 水生動植物を豊か

鯛
◎ -こすることを目指して、 アシ ･ガ 鑿
謎 マの整理目{こよる多様な水面‐水路 ‘
◎ 作りや、 土砂の流出防止を図って 翻
黛 います。 黛

◎ ◇自然環境の先生募集中◇ 鐵

隧 この活動を指導‐支援して下さる方 霧
翁 を募集しています。 詳細は事務局まで 鬱

黛 ･動物や植物に詳しい人 鬱

黛“･田んぼ、 畑作りに詳しい人
轆

　　　　　　　　　　
　　　　　

昔膠よく見られ應ジャコウアゲハを発見

第 1回 エコアツプ作業 5月 24 日(土) 晴
湿地のセイタカアワダチソウを手で抜いて除去。ジャヤナギの水路付
近の草を刈り、開放水面を作る。さっそく、カワトンボがやってきた。キ

、 ショウブの花が目立っている。
第 2回 エコアツブ作業 6月 22 日(日) 晴
進出するササや竹を刈る。竹切ノコギリが切れ味抜群で気持ちいい。
井戸近くの水路付近の草を刈り、開放水面を作る。カワニナの繁殖、
来年のホタルも楽しみだ。
第 3回 エコアツプ作業 7月 19 日(土) 晴
ジャヤナギの湿地の水路付近の草を刈り、開放水面を作る。水路のえ
ぐれた所に土嚢を積む。セリの白い花が愛らしい。
6 月の作業で作った開放水面で、オニヤンマの産卵が見られた。草を
刈った井戸付近で、ヤブランやヤブミョウガが多数花をつけていた。

作蕪前の綿密参打高合わせ



ご み 問 題 部 会
今年度の当部会の前期活動は、 ｢裸売り実態調査｣、 ｢不法投棄ウオッチング｣、 ｢マイバッグキャンペーン｣、 ｢ご

みの減量に向けての種々の取り組み｣、 ｢行動等指針 (逗子市ローカルアジェンダ 21) の見直し｣ などが中心で
した。その結果については 6月環境月間中に市民ホールで実施したパネル展で発表しました。以下その内容につ
いて報告いたします。 また、 うれしいことに、 このパネル展をご覧下さった方のうち、 男性 ･女性各 1 名づつと、
後日に女性 1名の合わせて 3名の増員を得て部会員一同大変喜んでおります。

　　　　　　　　　　　　 　
　
　 　　　

　　 　

4 月 19 日と 5 月 11 日の 2 日間に
わたって、市内全域の不法投棄ウオ
ッチングを行い、不法投棄地図を作
りました。特に多かったのは神武寺
のトンネル手前、クリーンセンター

下、グリーンヒル奥のつばき公園脇、
アーデンブリッジ手前逼葉新道に
入る道の脇、久木共同グラウンドの
端などでした。ストーブなどの家電
製品や家具など、明らかに意識的に
投棄したと思われるものが、草の中
にいくつもあり、眉をひそめさせら
れました。住みよい街、環境の良い
街を維持するために、不法投棄をし
ない、させない市民でありたいです。

ごみ減量の観点から、包装容器を
減らしたいと思い、 ｢容器包装実態
調査｣を 3 ~ 4 月に行いました。対象
は、市内のスーパーマーケットと生

協の 7 店です。
その結果は、 野菜 ･果物 33 品目
中｢裸売り (包装されないでむきだ
しで売っている) 商品｣は 7 店平均
で 46 .8 % でしたが、店によって品目
数に大分違いがありました。裸売り
可能な商品はどの店でも裸売りず
るよう、今後要請していく運動を展
開していこうと思います。市民の皆
さんも、持ち帰ればすぐごみになる
ような過剰包装は避け、 極力 ｢裸売
り商品｣を選ぶ、 環境に配慮した、
賢い消費者になって下さい。

｢買い物には袋を持参しよう !マ
イバッグキャンペーン｣をごみ減量
対策の一つとして展開しておりま
す。 今回は ｢マイバッグを作って、
使おう｣をテーマに軽い、 丈夫、 コ

ンパク トになる、の 3 条件を満たし、
その上不要になった傘布を利用し
た製作実演を行いました。多くの市
民から絶賛され、 製作依頼があり、
パネル展終了後まで仕事を持ち帰
る事になりました。壊れた傘をごみ
にせず、 しかもレジ袋も減らせる、
ごみ減量にとって二重の効果です。

　　　　　　　　　　　　 　　　 　　
　
　 　

　

パネル展の産物として、当日見学

にいらっしゃった逗子小学校の先
生と生徒さんから、 ｢包装容器の値
段｣の掲示物を校内でも展示したい
との申し出があり、 同時に ｢環境授

業｣の依頼がありました。 環境問題

はなるべく小さいうちから指導し

て、実践することを習慣化していく
べきだと考えておりますので、早速

時間をいただいて授業をさせてい
ただきました。 ,
対象は 1 ･2 年生全員と 4 年生一

クラスで、 7 月 15 ･ 16 日の両日に
わたって行いました。皆さんが、授

業を熱心に聞いて、積極的に参加し

てくださり、 感動いたしました。
1 ･ 2 年生にはごみ減量の方法と

して ｢6 R J の話。つまり R e魚se (包

装のための袋や紙などは断る)

R eduse (買う量、 使う量を最小限

度に減らす) R eu se (繰り返し使う)
R ep air (修理して使う) R e範r m (作

り直して使う) R ecycle (再生資源

として再利用する)を中心に話しま
した。 4 年生にはごみは何からでき
ているか ? について話しました。
いろいろなごみを、資源として分
類し、資源の枯渇の問題について考
えました。次の世代を担う子どもた
ちに、私たち大人の贅沢のツケを負
わせることになりますが、持続可能
な地球環境を指向するには老若み
んなで実践しなくてはならないこ
とです。これからも、機会が得られ
れば行っていきたいと思います。

　
　 　　

①裸売り嚢態調査に基づく、裸売り
の推進
②家庭版 ISO実施への協力
③市民まつりへ参加して啓発活動

などを重点的に行っていきたいと
思います。



二酸化炭素削減部会
4 年前に逗子市環境基本計画が策定されたのを受け、 3 年前に市民 ･事業者 ･市の三者それぞれの具体的取り

組みについて ｢行動等指針｣ としてまとめました。 以来、 その後の 3 年間の実施経過 ･達成状況を踏まえ、 更に

加えるべき条項等を含め、現在見直しを行っています。 そこで、私たち二酸化炭素削減部
会のメンバーは自分達

が取り組める身近な問題を一つ一つ取り上げて活動しています。今後は更に新たなテーマも加え、“より多くの市

民の方々にも関心を深め参加してくださることを願い、 問題解決のための活動を展開していくつもりです。

、
※
噛臟製"
環境パネル展に逗子開成中学校 .高等学校が初参加しました 磯灘嬢,藤一,

〆

　　　
　 　 　 　 　 　 　 　　

　

①環境問題であなたが関心のあるのは次のどれですかご

6月の環境月間中に市役所 1階市
民ホールで開催した ｢環境パネル

展｣ において、初めて逗子開成中学

校 ･高等学校の生徒の皆さんが参加

し、環境に関する日頃の研究成果を

発表し、指導の先生お二人と共に来

場してくださいました。

ごみ問題

地球温暖化

大気汚染

海や川の汚染

エネルギー問題

緑の保全

交通渋滞問題

その他

30 4 0 (人)0

②環境を改善するために、 今後重要だと思うことるば次のどれですか。′生徒錘迄環境間誣lにつ鰯電離‘!合う

生徒の皆さんの環境への取り組

みについて、多くの参加者から感想

と期待が寄せられ、アンケートの中

で ｢視覚に訴えることでよく理解で

きた｣ ｢大変な努力に頭が下がった｣
｢今後ともこの気持ちを忘れずに
頑張っていただきたい｣ とのご意見
や多くの励ましの言葉をいただき

ました。

0 10 20 30 4 0 50 60 (人)

涛匙涛き涛で踰涛約涛約涛約幾詩灘三治戸ツを"濠字鴻約ン義ず豊涛匙洋

斗 今後 の部会の取り 組み 塒
浄 10 代の若し･人たちの環境への意識啓発の一環として、公立 斗
小 ･中学校をはじめ、私立小 ･中学校にも参加していただき、

⑥

券 学校版環境 Is o 1400 1 の実践等を通じて、省ェネルギ - に対 蜂

　 　塒 する意識の普及啓発に取り組みたいと考えています。
鴻為幾許粛秀涛約鴻門濃約鴻約導三涛約涛詩美馬溝門涛的鴻匙洋

　　 　 　 　 　　　　

電化製品の消費電力測定

編 集 後 記
★ずしし環境会議は発足して 2年半が経ちました。 私たちは身近な事柄や些細なこと、 成果の上がる事から取り組んでいます。
★ずしし環境会議ニュース第 6 号は、 6月の環境パネル展の報告を中心にご紹介いたしました。 ご感想はいか

がですが。
★市民まつりへの参加、環境についての講演会等の開催を予定しております。 私たちの活動へのご参

加をお待ちしております。
編集委員 谷 守弘 ･齋藤 稔 ･相澤 市郎

一4 一
定穐蟇矮古 総合率 100% 再生緩を翻 してし、ます


